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2006公開セミナー・討論会

第一部

第二部

（１０：00～15：00）

（１5：00～16：30）

「汽水域環境のモニタリング手法
の確立に向けて」

生態系環境モニタリングチーム

「みんなで語ろう！宍道湖・中海の
賢明な利用－市民と大学の協働に
向けて－」

島根大学汽水域重点プロジェクト特別討論会

第 一 部 　「汽水域環境のモニタリング手法の確立に向けて」
瀬戸　浩二 （島根大学汽水域研究センター）
 「中海・宍道湖をまるごと見る方法」
古津　年章 （島根大学総合理工学部）…
 「人工衛星からの汽水域環境のモニタリング」
野村　律夫 （島根大学教育学部）
 「水中動態長期観察システムの改良と環境・生物資源評価への応用」
堀之内正博 （島根大学汽水域研究センター）
 「魚をモニタリングすると何がわかるのか？」
倉田　健悟 （島根大学汽水域研究センター）
 「安定同位体比を利用した底生動物のモニタリング」
山口　啓子 （島根大学生物資源科学部）
 「二枚貝から読みとる汽水域の環境」
高田　裕行 （島根大学汽水域研究センター）
 「汽水生底生有孔虫による環境モニタリングの最近の研究例」
香月　興太 （島根大学汽水域研究センター）
 「植物プランクトンが語る最近の環境変化

―サロマ湖における珪藻の場合」

島根大学重点プロジェクト
汽水域の自然・環境再生研究拠点形成プロジェクト

生態系環境モニタリングチーム担当

入場無
料

●日時 2006年1月15日日10:00～16:30
●場所 松江テルサ4F中会議室

第13回新春恒例

　「汽水域研究発表会」
●日時／2006年1月14日土 9:00開場
●場所／松江テルサ4F大会議室

■ 趣　旨　説　明 チームリーダー 瀬戸　浩二（島根大学汽水域研究センター助教授）
■ プロジェクト全体説明 プロジェクトリーダー 國井　秀伸（島根大学汽水域研究センター　センター長／教授）

●問い合わせ先
島根大学汽水域研究センター 
〒690-8504　島根県松江市西川津町1060
Tel. & Fax. 0852-32-6099　　e-mail：kisui@soc.shimane-u.ac.jp
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